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式典では、 「明日の日本を担う大きな

力となられるよう念願します」と大久保

市長が式辞を述べると、これに答えて戸

村真紀さん(下手綱)が、 「若い力で社会

に貢献していきたい」と答辞を読み上げ

ました。式典終了後は、卒業した中学校

ごとに分かれての記念撮影や色紙の記入、

懇談会などが開かれ、久し振りの再会を

喜び合う姿があちこちに見られました。

「社会人の自覚を持って行動したい」

と話す秋山中学校同窓生のみなさんし

[左から］ 山本純一郎さん(島名)、小松芽久美

さん(上手綱)､小林朋子さん(安良川)、八木慶子さ

ん(秋山)､浦和友紀子さん(上手綱)、鈴木雄太

郎さん(島名)、柳智之さん(島名）
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新
し
い
登
山
道
は
、
中
戸
川
地
区
に
あ
り
ま
す
。

坂
ノ
上
登
山
口
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
場
所
は
、

中
戸
川
と
大
能
を
結
ぶ
林
道
の
途
中
に
あ
り
、
士

岳
は
、
こ
の
林
道
と
中
戸
川
地
区
を
通
る
市
道
、

そ
し
て
国
道
四
六
一
号
の
三
つ
の
道
路
で
囲
ま
れ

た
三
角
形
の
中
心
近
く
に
位
置
し
て
い
ま
す
（
左

頁
の
図
）
。
こ
こ
か
ら
士
岳
に
向
か
う
登
山
・
道
は
、

木
材
の
搬
出
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
道
路
を
整
備

し
た
も
の
で
、
広
い
幅
員
を
持
っ
て
い
ま
す
．
こ

の
登
山
道
か
ら
約
二
０
０
メ
ー
ト
ル
先
に
、
二
○

台
ほ
ど
駐
車
で
き
る
駐
車
場
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で

車
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
士
岳
に
向
か
っ
て
歩
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
開
け
た
山
あ
い
の
明
る
く
広
い
道
は
、

登
山
道
と
い
う
よ
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
の
山
歩
き

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
路
面
の
状
態
も

良
く
、
革
靴
で
も
十
分
登
れ
る
く
ら
い
で
す
。
歩

“
け
や
き
だ
い
ら

き
始
め
て
一
○
分
ほ
ど
で
広
々
と
し
た
「
樺
平
」

高
萩
の
豊
か
な
自
然
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
土
岳
。
標
高
五
九
九
・

七
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
山
は
、
手
軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

と
は
い
う
も
の
の
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
の
登
山

道
は
急
峻
な
岩
場
の
坂
道
が
あ
り
、
気
軽
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
コ

ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
登
山
道
の
ほ
か
、
大
能
や
中
戸

川
か
ら
の
登
山
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
新
た
な
登
山
道
が
整
備
さ
れ
、

こ
こ
か
ら
は
約
二
○
分
足
ら
ず
の
時
間
で
頂
上
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
登
山
道
を
紹
介
し
ま
す
。

、シ 目

っ

て
グ：
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嬉

みあ男

で標
も＝

ま九
り九

ま
す・

W1蕊山

廿鯛
した木々

さん(下君田）

ん
えさ

ます。舂

ガが細い

で餌を探

hオジロ、

かにき
ソコウが

とができ

タキやセ

リ、賑や

I ＋､一’

よ、四季 0

＝里

羅
關植生の移り鋤ﾘｶ現らオE睡刎植生の移り鋤ﾘｶ現られ

星＝

山頂を目の前にじた駐車場

四季折々の里鴉に出会えます騨翻
つみほ

(財)日本野烏の会会員鈴木積穂さん(下君田）
今の季節、土岳では葉を落とした木々

の間を渡るシジユウカラやエナガが細い
えさ

枝先にぶら下がり愛くるしい姿で餌を探

ます
(財）日本自然保護協会自然観察指導員、

君田小学校長滑川敏行さん(北茨城）

これまでに士岳で確認した植物は、

種子植物が約500種、シダ植物が約

．±岳には－

自然ガ

ーいっぱい･･皇

40種。標高200m付近の中腹

では、サラシナショウマやショ

ウジョウバカマなどが見られ、

山頂では数が少なくなったウメ

バチソウなどが見られます。土

岳の登山では、標高差によって

常緑樹から落葉樹への移り変わ

りがはっきり見られますので、

す姿を見ることができます。舂

になるとウグイスやホオジロ、

コガラが、夏にはキビタキやセ

ンダイムシクイ、 カッコウが
にき

山々に響く声でさえずり、賑や

かな森の合唱を聴くことができ

るでしょう。土岳では、四季

折々の野烏を間近で楽しむこと

その姿を楽しむのもいいですね。▲ウメバチソウ ▲コガラ ができるのがいいですね
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山嘩喝…望む瞳t ﾉﾗﾏ癖”ろ峰の隼易闇肘…山

に
着
き
ま
ず
ね
■
ご
こ
か
ら
は
太
平
洋
が
一
望
で
き
、

慣
れ
な
い
山
歩
き
で
疲
れ
た
ら
、
こ
こ
で
休
憩
す

る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
広
場
を
過
ぎ
る
と
、
沢

伝
い
に
十
数
本
の
大
き
な
樺
が
視
界
に
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
．
こ
れ
ら
の
樺
は
、
天
を
突
く
よ
う
に

立
ち
、
広
く
大
き
な
枝
を
広
げ
て
登
山
者
を
歓
迎

し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
ま
す
．

こ
こ
を
過
ぎ
れ
ば
頂
上
ま
で
は
も
う
す
ぐ
。
こ

れ
ま
で
の
道
よ
り
は
少
し
急
に
な
っ
た
坂
道
を
右

へ
左
へ
と
進
み
、
先
ほ
ど
の
樺
の
木
々
を
上
か
ら

へ
左
へ
と
進
み
、
先
ほ
ど
の
樺
の
木
々
を

な
が
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
ほ
ど
な
く
頂

上
に
着
き
ま
す
。
歩
き
始
め
て
か
ら
の
所

要
時
間
は
毎
二
○
分
足
ら
ず
と
い
う
道
程

で
す
Ｅ
Ｊ
■
■

、
“
“
、
て
ん
》
ぐ
べ
学
、
、
，
燕
、
月
、
：
：
：

天
狗
が
村
人
と
相
撲
を
取
っ
た
と
い
う

伝
説
が
伝
わ
る
頂
上
は
、
？
そ
れ
を
物
語
る

よ
う
〆
に
広
毎
と
Ｅ
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

ゞ
”
恐
患
《
騨
坤
》
《
蕊
為
《
、
夢
《
み
：
鐙
”
》
…
た
麺
お
れ

こ
が
＆
ち
ば
目
の
前
に
堅
破
山
、
遠
く
霞
む

稜
線
の
噸
？
に
ほ
筑
波
山
の
特
徴
あ
る
山
容

な
ど
雄
大
な
パ
リ
？
ラ
マ
の
景
観
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
ｐ
冬
季
の
天
気
の
良
い

日
に
は
、
筑
波
山
の
隣
に
雪
を
被
っ
た
富

士
山
の
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
山
の
楽
し
み
を
味
わ
え
る
こ
の

土
岳
に
、
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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鞭 王岳の山頂 整備された登山道

、

十屋晋山のコース
⑬コース小滝沢キャンプ場から約1時間
急傾斜が続く中、露岩の登り坂もあり、若者や足に

自信のある健脚向けのコース。

⑧コース中戸川集落から約50分
比較的平坦な登山道でファミリー向け。山の自然を

ゆっくり楽しむ自然派のみなさんにお勧めのコース。

⑧コース坂ノ上地区から約20分

今回新たに作られた登山道。初心者やファミリーに

最適。ハイキング気分でどうぞ。
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